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No.17「英語」×「化学」 

【授業者】上田栞（英語科），谷地祐介（理科），ジョン・ロバーツ（FLT） 

【対 象】普通科 1年 C組 

【日 時】令和 8年 2月 22日（木） 

【テーマ】時計反応：濃度と反応速度の関係性 

【内 容】 

ヨウ素時計反応を用いて，濃度と反応速度の関係を理解する授業を行いました。授業はほ

ぼ All Englishで，4 人グループに分かれて行いました。濃度に応じて反応速度がどう変化

するのかを予測し，実際に濃度の異なる 3 種類の溶液を用いて，それぞれ反応時間を計測

しました。その結果をグラフに示したものをもとに，指定された秒数で反応する溶液の濃

度を考え，実際に試しました。どのグループもメンバー間でよく話し合って協力しており，

指定されたタイミングで反応させることに成功したグループも多くみられました。授業の

最後には，「HIMAWARI」を用いて振り返りを行いました。 

【生徒の感想】 

■ 前回は自分から英語を発信することが多かったけれど，今回は実験のやり方を英語で聞

き取ることが多かったので，前とは違った難しさがありました。聞き取れなかったとこ

ろはチーム内で話し合って解決することができました。 

■ 英語だといつもより緊張感が高まったけれど，その分達成感があった。 

■ 英語が苦手な僕でも，今回は何を言っているかだとか，単語の意味とかが頭に入ってき

やすかったから，得意だったり興味があったりする分野と，苦手な分野を混ぜて学ぶっ

ていうのは結構ありだなと思った。 

■ 化学も英語も学ぶことができる貴重な体験になって楽しかったです。 

■ KECReと同じように仮説を立てて，結果を出し，グラフにして調べていない値を出す

ことができたので，実験も研究と同じようなものだと思った。 
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【HIMAWARIの結果】 

項目①～④は以下の資質・能力を示している。 

①向上心（探究心），②言語表現力，③読解力，④協働性 

（詳細は KOYO-3Sルーブリック「HIMAWARI」を参照） 
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【授業で使用した HIMAWARI】 

 


